
１－５ わいせつ行為等に係る懲戒処分等事案の具体的な状況について

■本調査における「わいせつ行為等」の定義について

○「わいせつ行為等」とは、わいせつ行為及びセクシュアル・ハラスメントをいう。

○「わいせつ行為」とは、強姦、強制わいせつ（１３歳以上の者への暴行・脅迫によるわいせつ行

為及び１３歳未満の者へのわいせつ行為）、公然わいせつ、わいせつ物頒布等、買春、痴漢、

のぞき、陰部等の露出、青少年保護条例等違反、不適切な裸体・下着姿等の撮影（隠し撮り等

を含む。）、わいせつ目的をもって体に触ること等をいう。

○「セクシュアル・ハラスメント」とは、他の教職員、児童生徒等を不快にさせる性的な言動等をい

う。

（１）被処分者の性別
被処分者の性別 人 数（人） 割 合（％）

男 性 １６９ ９９．４

女 性 １ ０．６

合 計 １７０ １００．０

（２）被処分者の年齢層

（３）被処分者の所属する学校種
(平 成 ２２ 年 度 文 部 科 学 省 調 べ )

被処分者の年齢

５０代以上
49人
28.8%

４０代
43人
25.3%

３０代
38人
22.4%

２０代
40人
23.5%

被処分者の学校種

特別支援学校
12人
7.1%

高　等　学　校
61人
35.9%

中　学　校
54人
31.7%

小　学　校
43人
25.3%

《参考》公立学校年代別教員数構成比率

４０代
255,922人

36.0%

３０代
178,441人

22.4%

２０代
94,655人

9.6%

５０代以上
303,903人

32.0%

《参考》公立学校種別教員数構成比率

小学校
413,024人

44.8%

中学校
236,433人

25.7%

高等学校
190,909人

20.7%

中等教育学校
1,234人
 0.1%

特別支援学校
79,432人

 8.6%

（平成２３年度学校基本調査より）



（４）わいせつ行為等の相手の属性

（５）わいせつ行為等が発覚した要因

わいせつ行為等の相手方
自校の児童

11人
6.5%

自校の生徒
66人
38.8%

自校の卒業生
2人
1.2%

１８歳未満の者

36人
21.2%

自校の教職員
23人
13.5%

他校の教職員
1人
0.6%

その他一般人
31人
18.2%

わいせつ行為等が発覚した要因

一般の教職員
への相談

44人
25.9%

校長等管理職
への相談

26人
15.3%

セクハラ相談窓
口への相談

2人
1.2%本人又は保護

者から教委へ
の通報

6人
3.5%

学校や教委へ
の通報
17人
10.0%

警察からの連
絡等
60人
35.3%

加害者からの
申出
6人
3.5%

その他
9人
5.3%

教職員への相談
　　　41.2％



（６）わいせつ行為等が行われた場面

（７）わいせつ行為等が行われた場所
（ 件 ）

わいせつ行為等が行われた場面 放課後
 13人
 7.6%

授業中
 7人
 4.1% 休み時間

 13人
 7.6%

部活動
11人
 6.5%

通勤時間中
 5人
 2.9%

長期休業
期間中
14人
8.2%

その他
勤務時間外

107人
 62.9%

わいせつ行為等が行われた場所
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（８）わいせつ行為等の態様
（ 件 ）

※ 該 当 事 項 が 複 数 ある 場 合 には 、 最 もあ ては ま る もの ひ とつ を選 択 回 答

わいせつ行為等の態様
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